
ー自分のキャリアを考えるために今できること ー

何が変わるの？　 これから のインタ ーンシップ

採用と 大学教育の未来に関する産学協議会

学生用
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So cie ty 5 .0 で活躍する人材には、

何が求めら れているのでし ょ う か。

＊VU CAと は、 Vo la tility（ 変動性）、 U ncerta in ty（ 不確実性）、 Co m p lexity（ 複雑性）、 Am b igu ity（ 曖昧性） の頭文字を と り 、 先を見通せない予測不可能な
あり さ ま・ 時代を示す用語

⃝ Society 5 .0 、 すなわち「 デジタ ル技術を 活用

し ながら 、 多様な人々の想像力や創造力を融合

し て、 様々な社会課題を解決し 、 価値を創造し

ていく 社会」 への移行が、既に始まっ ています。

⃝ こ のほか、 コ ロナ禍やロシアによるウク ラ イ ナ

侵略による国際経済秩序の変化など、 変化の激

し いVU CA*時代を 迎える と と も に、 人生1 00

年時代が到来し ています。

私たちの生き る時代

⃝ 企業は、 イ ノ ベーショ ンの創出を目指し て、 多様な人材を必要と し ています。

⃝ 働き 手には、 自ら 課題を 発見し 解決し ていく 能力や、 自主的に学び続ける力を 求めると と も に、

自律的なキャ リ ア形成を期待する傾向が高まっ ています。

企業は、 どのよう な人材を求めているのでし ょ う か

出典： 経団連「 採用と 大学改革への期待に関する ア ン ケート 結果」（ 2 0 2 2 年
１ 月 1 8 日）

＜企業が大卒者に特に期待する 能力＞
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出典： 採用と 大学教育の未来に関する 産学協議会「 中間と り ま と めと 共同提言」（ 2 0 1 9 年４ 月
2 2 日）、 経団連「 So cie ty 5 .0 - と も に創造する 未来 -」（ 2 0 1 8 年 1 1 月 1 3 日） を 基に
経団連事務局にて作成

＜ So cie ty 5 .0 で求めら れる能力と 資質＞

基礎学力
読み書き能力（ 読解力を含む）、 計算・ 計数能力、
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外国語コ ミ ュニケーショ ン力、 IT スキル、 プログラ ミ ング的思考、
情報選択力・ 情報リ テラシー、

技術活用に関する倫理観　 など

論理的思考力と 規範的判断力
リ ベラルアーツ教育を通じ て涵養

課題発見・ 解決力 未来社会の
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高度専門職に必要な知識と 能力
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リ ーダーシッ プ、 失敗を恐れず果敢に挑戦する姿勢、 自己肯定感、 忍耐力、

他者と 協働する力、 新し いこ と を学び続ける力、 変化を楽し む力など
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⃝ 企業は、 多様な人材を求める観点

から 、 採用・ 雇用の多様化・ 複線

化を進めています。

⃝ 職種別・ コ ース別採用やジョ ブ型

雇用に見ら れるよう に、専門人材・

即戦力を重視する傾向が高まっ て

います。

日本企業における採用・ 雇用制度も 変化し ています

⃝ 学生も 、 学生時代の早い段階から、 主体的に自ら のキャ リ ア形成について、 考えるこ と が

重要です。

⃝ 学生の皆さ んに、 そのよう な意識を醸成し 、 キャ リ ア形成につい

て考える機会を 創っ ていく こ と は、 大学等や企業の役割と 考えて

います。 企業と 大学等は、 政府・ 地方自治体と も 連携・ 協働し 、 学

生の自律的なキャリ ア形成を支援し ていきます。

⃝ 多様性や専門性が重視さ れるなか、 転職や起業も 一般化し ていく こ と が想定さ れます。

⃝ 社会人には、 自ら のキャ リ アを自律的にデザイ ンする能力の向上が欠かせません。

「 就社」 から 「 就職」 へ

－学生時代から 、 自ら のキャ リ アを考えるこ と が重要に－

出典： 経団連「 採用と 大学改革への期待に関するア ン ケート 結果」（ 2 0 2 2 年１ 月 1 8 日）

＜新卒者・ 既卒者の採用方法の動向（ 複数回答可） ＞

10 0 8 0 6 0 4 0 2 0 0 ％

9 0 .5 ％

     7 8 .7 ％

                         3 2 .7 ％

               5 5 .2 ％

                     4 1 .1 ％

                5 1 .9 ％

                                        3 .8 ％

                               1 8 .8 ％　

                             9 2 .7 ％

                             9 1 .4 ％

           5 0 .0 ％
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新卒一括採用

通年採用

職種別・ コ ース別採用

ジョ ブ型採用

新卒者 既卒者

こ れまで実施 新卒者（ ｎ ＝370）

今後５ 年程度先実施 新卒者（ ｎ ＝362 ）

こ れまで実施 既卒者（ ｎ ＝354）

今後５ 年程度先実施 既卒者（ ｎ ＝35 0）

学生の皆さ んには、 産学が提供するキャリ ア

形成支援活動に積極的に参加し 、 自ら の意思

や適性にあった就職につなげていく こと を期待

し ます。

− 2 −



本当に

こ のままで

よ いのかな…。

日本のイ ンタ ーンシッ プが目指すべき 姿

学生が職場で業務を実際に体験し 、 仕事の楽し さ や厳し さ・ 難し さ などを認識するこ と で、

自ら の能力を見極めるき っ かけ作り と なる、「 質の高いイ ンタ ーンシッ プ」 の普及が必要

と 考えます。

日本におけるイ ンタ ーンシッ プの現状・ 課題

⃝ 現状、「 インタ ーンシッ プ」 と いう 名の下に、 様々な目的・ 形態・ 期間等のプログラ ムが

実施さ れ、 学生の間で混乱や焦り を招く 一因と なっ ています。

⃝ 特に学生は、 採用に直接つながると 期待し て、 実務を全く 体験し ない「 インタ ーンシッ プ」

と 称する短期プログラ ムに参加し ているのが実情です。 学業が疎かにさ れていると の批

判も あり ます。

⃝ 国際的なイ ンタ ーンシッ プと 大きく 乖離し ているため、 外国人留学生など海外の学生の

理解や参加が得ら れにく いのが現状です。

⃝ こ の背景と し て、 1 9 90 年代後半に政府が主導する形で、 専ら 「 教育目的」 と し て導入

さ れたこ と が挙げら れます。 イ ンタ ーンシッ プ本来の機能である「 学生のキャ リ ア形成

支援」 が十分に発揮さ れていると はいえません。

国際的にみて独特と も 言える
学生のキャ リ ア形成に役立つ、 イ ンタ ーン

G O A L
産学協議会では、

「 イ ンタ ーンシッ プ」 を

改めて定義し まし た。

政府も 、 産学協議会の考え方に

賛同し ています。
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こ れから の新たな「 イ ンタ ーンシッ プ」 では、

学生は企業の実務を必ず体験し ます。

新たなイ ンタ ーンシッ プ（ 次頁タ イ プ３ ） は、 産学協議会が合意し た

以下の５ つの要件（（ a） ～（ e）） を満たすプログラ ムです。

学業と の両立に配慮し て実施するこ と を求めています。

◆５ つの要件を満たす場合、 以下の①②が可能になり ます。

　 ①プログラ ムを 通じ て取得し た学生情報を採用活動開始後に活用

　 ②募集要項等に「 インタ ーンシッ プ」 と 称し 、「 産学協議会基準準拠マーク 」

を記載　

◆新たなインタ ーンシッ プ（ タ イプ３ ） は、 2 023年度に学部３ 年も し く は

修士課程に進学する学生から 開始し ます。

わが国のイ ンタ ーンシッ プ。
シッ プに変えていき たいと 考えています。

募集要項で

必要な情報を開示

（ e） 情報開示要件

（ i） 汎用的能力活用型

（ ５ 日間以上）

（ c） 実施期間要件

（ a） 就業体験要件

（ ii） 専門活用型

（ ２ 週間以上）

（ c） 実施期間要件

社員が指導

（ b ） 指導要件

学部３ ・ ４ 年／修士１ ・ ２ 年の長期休暇に実施

（ d ） 実施時期要件
　 　 但し 、 大学正課および博士課程は、 長期休暇に限定さ れない

質
の

高
い

イ
ン

タ
ーンシッ プに取

り

組
ん

で
い

ま
す

産学協議会

産学協議会基準準拠マーク

半分以上の日数を

職場での就業体験に従事
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学部３ 年以降の長期休暇に実

施さ れる、 イ ン タ ーン シ ッ プ

（ タ イ プ３ ） は、 受講でき る 学

生数が限ら れる こ と も あ り 、

それだけでは不十分…。

学生には、 も っ と 早い

段階から 、 仕事や企業

に対する 理解を 深めて

ほし い･･･。

学業と も 両立し ながら 、

無理なく 学生のキャ リ アに

対する 意識を 高める にはど

う し たら よいだろう …。

学生が自ら のキャ リ アを考えるためには、

＜学生のキャ リ ア形成支援活動

産学協議会で

検討し た結果

オープン・ カ ンパニー

業界・ 企業による説明会・ イ ベント

汎用的能力・ 専門活用型インタ ーンシップ

職場における実務体験

タ イ プ１

タ イ プ３

− 5 −

いずれのタ イ プの活動も 重要であり 、

産学が協働し て推進し ていく こ と が

求めら れています。

但し 、 各企業・ 各大学に対し て、 すべてのタ イ プの

実施を求めているわけではあり ません。

イ ンタ ーンシッ プ以外の機会も 重要です。

（ 4 類型） ― 実施のイ メ ージ ―＞

こ れから のイ ンタ ーン シッ プの定義に加え、 政府が定める 現行の就職活動日程ルールを

前提に、学生のキャリ ア形成支援活動を以下の４ つの類型に整理するこ と について、

産学が合意し まし た！

政府も こ れに賛同し ています。

キャ リ ア 教育

大学等の授業（ 講義） や企業による教育プログラ ム

高度専門型イ ンタ ーンシッ プ

特に高度な専門性を要求さ れる実務を職場で体験（ 例： ジョ ブ型研究インタ ーンシップ）

タ イ プ２

タ イ プ４

いずれのタ イ プ も キャ リ ア形成支援

活動であり 、 採用活動そのも のでは

あり ません。

学生が就職を希望する場合は、 改めてエント リ ーが

必要です。
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タ イ プ１ ：

オープン・ カ ンパニー

タ イ プ２ ：

キャ リ ア教育

主

な

特

徴

①目的 個社や業界に関する情報提供・ PR 働く こ と への理解を 深めるための教育

②代表的ケース

（ 主に想定さ れるも の）

企業・ 就職情報会社や大学キャ リ ア

センタ ーが主催するイ ベント ・ 説明会

⃝ 大学等が主導する授業・ 産学協働プロ

グラ ム（ 正課・ 正課外を 問わない）

⃝ 企業がCSRと し て実施するプログラ ム

③就業体験 なし 任意

④参加期間

（ 所要日数）
超短期（ 単日）

授業・ プロ グラ ム

によっ て異なる

⑤実施時期

時間帯やオン ラ イ ン の活用等、 学業

両立に配慮し 、 学士・ 修士・ 博士課

程の全期間（ 年次不問）

学士・ 修士・ 博士課程の全期間（ 年次不問）。

但し 、 企業主催の場合は、 時間帯やオン

ラ インの活用等、 学業両立に配慮

⑥取得し た学生

　 情報の採用活動

　 への活用

不可 不可

学生のキャ リ ア形成支援活動

以下の表は、 学生のキャ リ ア形成支援活動（ ４ 類型） の主な特徴を 一覧表にまと めたも のです。

各タ イ プの特徴に関する よ り 詳し い内容については、 産学協議会2 0 2 1 年度報告書「 産学協働によ る

自律的なキャ リ ア形成の推進」 の3 3 ～ 4 5 ページを ご覧く ださ い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ★（ e） 情報開示要件： タ イ プ３ のインタ ーンシッ プでは、 その募集要項等に、 以下の項目に要 チェ ッ ク！要 チェ ッ ク！

　 　 　 　 　 　 　 ※政府は「 2 0 2 5 年度（ 2 0 2 6 年３ 月） 以降の卒業・ 修了予定者の就職・ 採用活動日程については、 検討を 行う 」 と し ており 、

①プロ グラ ムの趣旨（ 目的）

②実施時期・ 期間、 場所、 募集人数、

選抜方法、 無給／有給等

③就業体験の内容（ 受入れ職場に関する 情報を 含む）

④就業体験を 行う 際に必要な（ 求めら れる ） 能力

⑤イ ン タ ーン シッ プにおけるフ ィ ード バッ ク
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類型

タ イ プ３ ：

汎用的能力・ 専門活用型イ ンタ ーンシッ プ

タ イ プ４ （ 試行）：

高度専門型イ ンタ ーンシッ プ

就業体験を通じ て、 学生にと っ ては自ら の能力の見極め、

企業にと っ ては学生の評価材料の取得

就業体験を通じ て、 学生にと っ ては実践力の

向上、 企業にと っ ては学生の評価材料の取得

企業単独、 大学等が企業ある いは地域コ ン ソ ーシアムと 連携

し て実施する、 適性・ 汎用的能力ないし は専門性を 重視し た

プログラ ム

⃝ ジョ ブ型研究インタ ーンシッ プ（ 自然科学分

野の博士課程学生を対象に文科省・ 経団連が

共同で試行中）

⃝ 高度な専門性を重視し た修士課程学生向けイ

ンタ ーンシッ プ（ 仮称）（ 産学協議会で検討中）

必須

★（ a ） 就業体験要件

　 学生の参加期間の半分を 超える 日数を 職場での就業体験に

充てる

　（ テレワーク が常態化し ている場合は、テレワーク も 「 職場」）

★（ b ） 指導要件

　 就業体験では、職場の社員が学生を指導し 、インタ ーンシッ プ

　 終了後、 学生に対し フ ィ ード バッ ク を行う

必須

★（ c） 実施期間要件

　（ ⅰ） 汎用的能力活用型は短期（ ５ 日間以上）

　（ ⅱ） 専門活用型は長期（ ２ 週間以上）

⃝ ジョ ブ型研究イ ンタ ーンシッ プ：

　 長期（ ２ カ 月以上）

⃝ 高度な専門性を 重視し た修士課程学生向け

イ ンタ ーンシッ プ（ 仮称）： 検討中

★（ d ） 実施時期要件

　 学業と の両立の観点から 、「 学部３ 年・ ４ 年ないし は修士１ 年・

２ 年の長期休暇期間（ 夏休み、 冬休み、 入試休み・ 春休み）」

　 但し 、 大学正課および博士課程は、 長期休暇に限定さ れない

―

採用活動開始以降に限り 、 可 採用活動開始以降に限り 、 可

（ 4 類型） ― 特徴の比較 ―

タ イ プ３ ・ タ イ プ４ が産学で合意し た

こ れから のイ ンタ ーシッ プです。

関する情報が記載さ れています。

政府における検討次第では、 変更の可能性があり ます。

⑥採用活動開始以降に限り 、 イ ンタ ーンシッ プを 通じ て取得

し た学生情報を活用する旨（ 活用内容の記載は任意）

⑦当該年度のイ ンタ ーンシッ プ実施計画（ 時期・ 回数・ 規模等）

⑧イ ンタ ーン シッ プ実施に係る実績概要

　（ 過去２ ～３ 年程度）

⑨採用選考活動等の実績概要 ※企業による公表のみ
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キャ リ ア形成支援活動に参加し て、

学生の皆さ んへ

⃝ 学生時代の早い段階から、 自ら のキャ リ アを 考えていく こ と が重要です。 関心のある

タ イ プ１ ・ ２ の活動に積極的に参加し てく ださ い。

⃝ 企業は今後、 タ イ プ ３ ・ ４ のイ ン タ ーン シッ プにおいて取得し た学生情報を 採用活動

開始以降に活用する こ と が可能と なり ます。 学生の皆さ んは、 こ のこ と を 認識し たう

えで、 イ ン タ ーン シッ プに参加する こ と が大切です。 自身のキャ リ アプラ ン に照ら し 、

自ら の能力を 職場での実務体験を 通じ て見極める 機会と し てイ ン タ ーン シッ プを 活用

でき るよう 、 十分な学修を経てから 、 意欲的に参加・ 挑戦し てく ださ い。

⃝ イ ン タ ーン シッ プ に参加し た経験は、 採用選考に必須ではあり ません。 経験がなく て

も 採用選考にエント リ ー可能です。

⃝ 参加する 意義・ 必要性を 確認し たう えで、 タ イ プ １ ～４ のプ ロ グラ ムの中から、 自分

にと っ て適切と 考えるも のを選択するよう 、 心がけてく ださ い。

キャ リ ア形成に「 正解」 はあり ません。 産学の関係者は、 学生の

皆さ んが常に自分ら し く 、 主体的にキャ リ ア形成に取り 組まれる

こ と を心から 願っ ています。
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自分ら し い未来を描いてく ださ い。

　 Society 5 .0 人材の育成に向けて、 産業界が求める人材像や採用のあり 方、 大学教育への期

待等について、 経団連と 国公私立大学の幹部と の間で率直な意見交換を行う ための継続的な対

話の場と し て、 2 01 9年１ 月に設置し まし た。

現在の座長は、経団連の十倉雅和会長と 、就職問題懇談会の大野英男座長（ 東北大学総長） です。

　 こ れまで産学間で合意し た事項をと り まと めた年度報告書は、

産学協議会ウェ ブサイ ト から ダウンロード できますので、

是非ご覧く ださ い。

　 また、 産学協議会事務局による４ 類型に関する解説動画も 作成

し ていますので、 併せてご覧く ださ い。

（ 産学協議会ウェ ブサイ ト ）

（ ４ 類型解説動画）

「 採用と 大学教育の未来に関する産学協議会」 と は…

＜産学協議会では、 企業や大学等に以下のよ う に働き かけています＞

⃝ インタ ーンシッ プをはじめとした、学生のキャリア形成活動を支援していただく よう 、お願いいたします。

⃝ 現在、 自社で実施し ている プロ グラ ムについて、 ４ 類型の趣旨や特徴に照ら し て、 対象者や実施形

態等を 見直すなど、 プログラ ムの再設計を お願いいたし ます。

⃝ 質の高いインタ ーンシッ プを普及する観点から 、タ イ プ３ のインタ ーンシッ プの実践にご協力く ださ い。

⃝ 学生が学業を おろ そかにし ないよう 、学業と の両立にご配慮く ださ い。 と り わけ学部３ 年生までは、

学業にし っ かり と 取り 組める 環境整備が重要です。

⃝ イ ン タ ーン シッ プ に参加し た経験が採用選考に必須ではないこ と を、 学生にわかり やすく 情報開示

し ていただく よう 、 お願いいたし ます。

企業の皆さ まへ

⃝ 学生にと っ て、 学業と キャ リ ア形成に資する 活動のどちら も 重要であるこ と について、 是非ご理解

く ださ い。

⃝ 現在、 大学等で実施し ているプ ロ グラ ムについて、 ４ 類型の趣旨や特徴に照ら し て、 対象者や実施

形態等を見直すなど、 プログラ ムの再設計を お願いいたし ます。

⃝ 学生が、 インタ ーシッ プをはじ めと し た学生のキャリ ア形成支援活動に参加し やすい学内制度や仕組

みの整備にご協力いただければ幸いです。

大学等の皆さ まへ
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